
ゆ と り 
 第２6号 

発行日：2015/0４/28 

 

発行：島田総合病院広報委員会 

島田総合病院 

（理 念） 

  地域の基幹病院として、患者様に信頼され、 

  愛され、満足される、質の高い医療を目指します。 

（基本方針） 

  1. 高度医療の充実 

  1. 高齢化社会への対応 

  1. 予防医学の充実 

   を目指した、「手作りの医療」を心がけています。 

      

        糖尿病と認知症の関係 

        平成27年4月からの外来担当表について 
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～お知らせ～ 

■平成27年4月より外来担当表が変更となりました。詳しくは裏面をご覧下さい。 

■新任常勤医師のご案内 

 

     内科：表 敬介Dr            心臓血管外科：滝澤 恒基Dr 

＊＊ Contents ＊＊ 

TOPICS 1 

TOPICS 2 

撮影：佐藤俊介 



 
 

 

 

 糖尿病は血液中の糖分が多くなってしまっている状態で 

 それ自体に何ら症状はありませんが、様々な臓器で機能 

 障害を起こしやすくなってしまう病気です。 

 そして、今や日本人の10人に1人が罹っている、または 

 その予備軍になっているともいわれています。 

 

 ◎以下のチェックに当てはまる方は糖尿病、もしくはその疑いがあります。 

 

□空腹時の血糖値が126mg/dL以上の方 

□随時血糖値（ご飯を食べた状態での血糖値）が200mg/dL以上の方 

□ヘモグロビンA1cの数値（NGSP）が6.5以上の方 

 

 糖尿病には神経症や網膜症などの様々な合併症がありますが、初めのうちは何ら自覚 

 症状がなく、自分では気が付かないことがほとんどです。そして、「最近疲れやすい、 

 体重が急に減った、心筋梗塞になった」等の症状が出てから初めて糖尿病と診断され 

 る場合も多いのです。 

 

 

 

 近年、認知症が糖尿病の合併症の一つとして注目されています。 

 その中でも「アルツハイマー型」と「脳血管型」の認知症は糖尿病が大きくかかわっ 

 ているといわれています。 

 

 

 

 アミロイドβというタンパクが脳内にたまることで機能障害を起こし、発症すると考えられている 

 認知症です。体内で血糖値を下げる働きをするホルモンのインスリンには、このアミロイドβの掃 

 除をしてたまりにくくする働きもあるということが最近の研究でわかってきました。 

 糖尿病ではインスリンは血管内に多くなり、脳内ではその量が少なくなってしまいます。すると 

 脳内のアミロイドβがインスリンに掃除されずにたまってしまい、脳の機能が低下をしてしまうこと 

 で認知症を発症しやすくなってしまうのです。 

 

 

 

 脳梗塞や脳出血といった脳の血管障害により、脳の機能が低下をして発症する認知症です。 

 糖尿病では血管が動脈硬化によるダメージをより受けやすくなっており、脳の血管でも動脈硬化が 

 起こりやすくなっています。そして動脈硬化によって血管が破たんし、脳血管障害を発症したこと 

 で脳の機能が低下してしまい、認知症も発症してしまうのです。 

                        糖尿病と認知症の関係 TOPICS 1 

1.糖尿病って？ 

2.糖尿病の合併症として注目の認知症 

「アルツハイマー型」認知症 

「脳血管型」認知症 



3.高齢者の糖尿病と認知症 

 糖尿病と認知症の関係 

4.糖尿病には早期の発見と治療を!! 

5.予防を心がけましょう 

○ × 

 

 

 

 糖尿病の高齢者は糖尿病ではない高齢者と比べると 

 どちらの認知症でも約2倍も罹りやすくなってしま 

 います。また、認知症の発症率は糖尿病の期間が 

 長いほど高く、動脈硬化や腎症などの合併症が進ん 

 でいる人のリスクが高いことがわかっています。 

 また、認知症があると逆に糖尿病になりやすいこと 

 も明らかになっています。 
 

 

 

 

 

 

 一年に一度は健康診断等で血糖値や糖尿病のマーカーが正常かどうかを調べることも 

 大切です。ところが健康診断で血糖値や糖尿病マーカーが高めだったとしても、多く 

 の人は自覚症状がないからたいしたことはないと思ってしまいます。 

                 しかし、糖尿病を悪化させてしまう原因は症状が 

                 ないからとそのまま放置をすることです。 

                 糖尿病の初期にはほとんど症状がありません。 

                 症状がないからと放っておくと体内では糖尿病が 

                 徐々に進行していきます。        

                 「血糖値が高いから何？」と決して甘く見ず、早 

                 期からの治療を心がけましょう。 

 

 

 

 糖尿病は生活習慣病です。糖尿病にならないようにするためには暴飲暴食をしないこ 

 とや適度な運動することなど、まずは日々の生活の見直しから始めましょう。 

 そして、もし健康診断などで糖尿病の疑いや可能性が見つかったときには放っておか 

 ず、早めに医療機関を受診しましょう。適切な治療を早期に開始して血糖を良好にコ 

 ントロールすることは、糖尿病の合併症の進行を防ぐだけでなく、認知症の予防にも 

 つながるのです。 



 
  

      

         平成27年4月からの外来担当表について TOPICS 2 

平成27年4月より、下記の通り外来担当表が変更になりました。 

詳しい診療スケジュールについては、各科窓口担当者にお問い合わせください。 

なお、最新の『外来担当表』は、当院ホームページでも閲覧ができます。また、総合受付、各科受付

でも配布をしておりますので、どうぞご利用ください。 

   ■当院ホームページ 
       http://www.shimada-hsp.or.jp                                       ※スマホ・タブレット版 

                                       外来担当表ダウンロード（PDF）   


